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国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１６６号
2024年３月18日

東
京
地
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

１
万
２
３
９
８
筆　
（
24
年
３
月
18
日
）

の
矛
盾
を
現
場
に
押
し
付
け
て
乗
り

切
ろ
う
と
会
社
は
大
合
理
化
に
突
き

進
ん
で
い
る
の
だ
。

　
こ
う
し
た
状
況
で
従
来
で
は
考
え

ら
れ
な
い
よ
う
な
事
故
が
続
発
し
、

内
房
線
で
感
電
・
死
亡
事
故
も
発
生

し
て
い
る
。
１
月
に
は
東
北
新
幹
線

大
宮
―
上
野
間
で
停
電
・
感
電
事
故

が
発
生
し
た
。

　
安
全
崩
壊
・
事
故
続
発
の
原
因
は

Ｊ
Ｒ
が
進
め
て
き
た
全
面
外
注
化

だ
。
そ
の
矛
盾
が
、「
Ｉ
Ｔ
企
業
化
」

「
鉄
道
部
門
４
千
人
削
減
」
な
ど
の

施
策
の
中
で
安
全
崩
壊
と
い
う
形
で

24反戦春闘 動労千葉48時間スト

　
政
府
と
Ｊ
Ｒ
各
社
の
廃
線
政
策
、

久
留
里
線
廃
線
化
に
反
対
す
る
新
た

な
署
名
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
全

国
展
開
で
署
名
運
動
に
取
り
組
む
こ

と
を
訴
え
ま
す
。

　
全
国
的
に
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
線
化

の
動
き
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
単
な
る
赤
字
線
問
題
で
は
な

く
、
戦
争
に
向
け
た
国
家
改
造
攻
撃

で
す
。
久
留
里
線
の
廃
線
を
め
ぐ
る

攻
防
が
焦
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
地
域
の
人
び
と
が
「
久

留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
」
を
結
成

し
反
撃
を
開
始
し
ま
し
た
。
沿
線
住

民
を
対
象
と
し
た
説
明
会
で
は
「
久

留
里
線
の
存
続
を
」
の
声
が
相
次
い

で
い
ま
す
。

表
れ
て
い
る
。

　
千
葉
で
は
車
両
不
具
合
や
獣
害
が

増
加
し
て
い
る
。一
ノ
宮
派
出
廃
止
・

木
更
津
派
出
縮
小
の
強
行
は
、
コ
ス

運輸区廃止・統括センター化、乗務員大合理化 許さない

が
確
保
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
を
派
出
廃
止
・
縮
小
と
い
う
形
で

乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

　
こ
う
し
た
攻
撃
に
動
労
千
葉
は
ス

ト
ラ
イ
キ
で
反
撃
を
開
始
し
た
。
ス

ト
に
突
入
し
た
15
日
に
は
幕
張
車
両

セ
ン
タ
ー
前
で
早
朝
行
動
、
千
葉
支

社
前
で
は
ス
ト
突
入
支
部
を
中
心
に

抗
議
行
動
を
展
開
し
た
。
14
日
に
は

貨
物
春
闘
団
結
集
会
も
行
わ
れ
た
。

　
16
日
に
は
、
支
援
を
中
心
に
千
葉

駅
前
で
宣
伝
活
動
を
行
い
、
千
葉
市

民
会
館
で
ス
ト
貫
徹
総
決
起
集
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　
動
労
総
連
合
・
水
戸
も
動
労
千
葉

と
共
に
ス
ト
に
立
ち
、
15
日
に
水
戸

運
輸
区
前
で
抗
議
行
動
を
行
い
、
水

戸
駅
か
ら
市
内
デ
モ
を
行
っ
た
。

　
24
年
は
、
例
年
以
上
に
各
地
で
ス

ト
ラ
イ
キ
が
闘
わ
れ
て
い
る
。
政
府

と
経
団
連
、
連
合
が
結
託
し
た
春
闘

圧
殺
を
打
ち
破
っ
て
、
闘
う
反
戦
春

闘
を
復
権
し
よ
う
！

　
し
か
し
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
千
葉
県
、

君
津
市
な
ど
で
構
成
す
る
「
久
留
里

線
沿
線
交
通
検
討
会
議
」
は
こ
の
声

を
無
視
し
て
座
長
の
藤
井
教
授
が
勝

手
に
「
久
留
里
線
の
代
替
交
通
を
検

討
す
る
」と
な
ど
と
発
言
し
て
い
る
。

絶
対
に
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
署
名
は
、
国
土
交
通
大
臣
と
Ｊ
Ｒ

東
日
本
社
長
宛
で
、
角
田
義
一
・
元

参
議
院
副
議
長
、
倉
林
誠
・
国
労
高

崎
地
本
委
員
長
、
田
中
康
宏
・
動
労

千
葉
元
委
員
長
、
二
瓶
久
勝
・
元
国

鉄
闘
争
共
闘
会
議
議
長
、
小
林
春
彦

国
労
千
葉
地
本
元
委
員
長
の
５
氏
が

呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
い
る
。
第
一

次
締
切
は
3
月
末
と
な
っ
て
い
る
。

　
外
注
先
の
Ｊ
Ｒ
千
葉
鉄
道
サ
ー
ビ

ス
（
Ｃ
Ｔ
Ｓ
）
で
は
、
あ
ま
り
の
低

賃
金
と
将
来
展
望
の
な
さ
か
ら
プ
ロ

パ
ー
社
員
の
退
職
が
止
ま
ら
ず
要
員

千葉駅前
街頭宣伝〝24反戦春闘を動労千葉と共に闘おう〟

全国の JR 会社（旧国鉄）の廃線政策にNO！を突きつけよう！ 
当面、千葉県の久留里線廃線阻止の署名にご協力をお願いします 
            

国土交通大臣     斉藤鉄夫 様 
ＪＲ東日本（株）社長 深澤祐二 様 

 
日本に鉄道が開通してから、152年になります。その鉄道とともに「街」

ができ、人びとが暮らしはじめました。このように、日本の近代化の基本

をなしたのは、公共事業の鉄道であることは誰も否定できない事実です。 
しかし国交省、JR各社は1987年の国鉄分割・民営化の「36年間の検

証」もせずに、ただ「赤字だから」という理由で、再構築協議会で廃線の

検討をはじめました。これが「街」を衰退させ、地域住民の足を奪うこと

になることは明らかです。わたしたちは当面、千葉県の久留里線の廃線を

阻止していきたいと思います。 
以下に「久留里線と地域を守る会」の報告（要旨）を載せます。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
2023年3月26日、千葉県君津市上総公民館で開催された「久留里線と

地域を守る会」が結成総会は 80 名の参加のもと盛会に開催されました。

その後の集会でも140名以上が結集し、久留里線の存続を求める署名が現

在6000筆以上集まり、君津市、JR東日本千葉支社に提出しました。この

ような運動の効果もあって、君津市では地域住民の意向を無視できなくなっています。 
さらにJR東日本管内で、再構築協議会に廃線の対象としてあがっている米坂線においても昨年11月26日に「米坂線

の早期復旧と地域活性化を考える会」が結成され、廃線反対の動きが拡大する動きも見られます。 
このようななかで、久留里線の存続を勝ち取るために、全国から廃線阻止の署名を集中して下さることをお願いします。 
そしてJR廃線反対の動きを全国に拡大して行きたいと思います。みなさんのご協力をお願いいたします。 

 
１．JR久留里線を「赤字路線」を口実に廃止する計画をただちに撤回すること。 
２．日本に住むすべての人びとの共有財産であるローカル線の廃止をやめること。 
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【呼びかけ人】 

代表 角田義一（元参議院副議長） 

   倉林 誠（国労高崎地本委員長） 

   田中康宏（動労千葉元委員長） 

   二瓶久勝（元国鉄闘争共闘会議議長） 

     小林春彦（国労千葉地本元委員長） 

 

署名締切：（第1次）2024年3月31日 
署名集約先：国労高崎地本 
〒370-0846  群馬県高崎市下和田町5－4－3 
署名用紙が必要な方はこの原紙をコピーしてご活用下さい。 
誓約：この署名は、上記の目的以外には使用いたしません。 

【署名取り扱い団体】 

 
JR久留里線の現在の路線図 

●の久留里駅から上総亀山駅までの区間が、今回

の廃止の対象にされている。 

■
署
名
用
紙
は
動
労
千
葉
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

ト
削
減
だ
け
を
優
先

し
た
安
全
切
り
捨
て

だ
。

　
動
労
千
葉
が
３
月
15
～
16
日
の
48

時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
を
闘
っ
た
。
３
月

ダ
イ
改
阻
止
、
運
輸
区
廃
止
・
統
括

セ
ン
タ
ー
化
と
乗
務
員
大
合
理
化
粉

砕
、
検
査
派
出
廃
止
・
縮
小
、
外
注

化
撤
回
、
反
合
・
運
転
保
安
確
立
、

ロ
ー
カ
ル
線
廃
線
・
地
域
切
り
捨
て

反
対
、
希
望
者
全
員
の
70
歳
ま
で
の

雇
用
延
長
な
ど
を
要
求
と
し
て
掲
げ

た
24
年
反
戦
春
闘
ス
ト
だ
。

　
全
運
輸
区
の
廃
止
と
統
括
セ
ン

タ
ー
化
は
、
業
務
融
合
化
・
強
制
配

転
攻
撃
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
だ
。「
勤

務
地
も
業
務
内
容
も
す
べ
て
会
社
の

自
由
」
と
い
う
労
働
者
の
権
利
を
根

本
か
ら
破
壊
す
る
重
大
な
問
題
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
発
足
以
来
最
大
規
模
の
乗
務

員
合
理
化
攻
撃
で
あ
る
。
し
か
し
、

同
時
に
こ
れ
は
業
務
融
合
化
攻
撃
の

破
た
ん
の
表
れ
で
も
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
は
「
Ｉ
Ｔ
企
業
化
」
を
掲

げ
、
鉄
道
業
務
と
労
働
者
を
軽
視
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
若
年
退
職
が
急

増
し
、
さ
ら
に
国
鉄
採
の
大
量
退
職

を
迎
え
、
鉄
道
業
務
に
必
要
な
要
員

も
確
保
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ

国
交
省・
Ｊ
Ｒ
は
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
線
政
策
を
止
め
ろ
！

久
留
里
線
廃
線
阻
止
の
署
名
を
全
国
で
集
め
よ
う

今
こ
そ
反
合
・
運
転
保
安
の
闘
い
を

安
全
切
り
捨
て
の
大
合
理
化
に
反
撃
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た
が
、
自
衛
隊
の
増
強
（
南
西
シ
フ

ト
）
に
伴
い
、
奄
美
大
島
や
宮
古
島

な
ど
に
約
10
年
で
駐
屯
地
や
ミ
サ
イ

ル
基
地
が
次
々
と
新
設
さ
れ
て
き

　
石
垣
市
議
会
は
翌
12
日
の
本
会
議

で
、
ス
ト
の
即
時
解
除
を
求
め
る
要

請
決
議
を
賛
成
多
数
（
賛
成
12
・
反

対
８
）
で
可
決
し
た
。
決
議
案
は

「（
ス
ト
で
）
物
流
が
止
ま
り
、
離
島

へ
の
食
料
品
、
日
用
品
、
医
療
物
資

の
供
給
が
中
断
さ
れ
、
住
民
の
命
や

暮
ら
し
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
」
と
主
張
し
た
。

　「
危
険
な
米
艦
船
が
来
る
こ
と
に

ノ
ー
と
言
う
の
が
港
湾
を
管
理
す
る

市
長
の
仕
事
で
、
労
働
者
は
そ
れ
を

求
め
て
い
る
」「
港
湾
が
軍
事
利
用

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
港
湾
労
働

者
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
踏
ま
え

る
べ
き
」
な
ど
の
反
対
の
声
も
。

　
全
港
湾
は
昨
年
９
月
に
米
海
軍
掃

海
艇
が
寄
港
し
た
時
も
ス
ト
で
闘
っ

た
（
こ
の
時
は
自
宅
待
機
）。

強
ま
る
戦
争
の
動
き

　
日
本
政
府
は
、
安
保
３
文
書
の
改

定
以
降
、
軍
事
利
用
目
的
に
空
港
や

港
湾
な
ど
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
改
修

や
整
備
を
始
め
て
い
る
。
石
垣
港
も

「
特
定
重
要
拠
点
空
港
・
港
湾
」
の

候
補
に
上
が
っ
て
い
る
。
先
取
り
も

含
め
て
米
軍
が
軍
事
利
用
を
積
極
的

に
進
め
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
。
常

態
化
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
台
湾
情
勢
、
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る

戦
争
情
勢
の
最
前
線
で
米
軍
と
自
衛

隊
の
戦
争
策
動
と
軍
事
利
用
の
動
き

が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

　
１
月
30
日
に
は
北
海
道
の
苫
小
牧

港
に
入
港
。
艦
長
は
「
今
回
の
寄
港

は
日
米
同
盟
の
強
化
の
一
環
だ
」
と

堂
々
と
述
べ
て
い
る
。
米
海
軍
の
ミ

サ
イ
ル
巡
洋
艦「
ア
ン
テ
ィ
ー
タ
ム
」

が
２
月
６
日
に
小
樽
港
に
入
港
し
、

こ
こ
で
は
自
衛
隊
も
参
加
し
た
歓
迎

式
典
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
駆
逐
艦
は
予
定
を
１
日
早
め
て
13

日
の
朝
に
は
港
湾
区
域
外
に
出
た
。

バ
リ
ケ
ー
ド
も
撤
去
さ
れ
た
。

域
を
超
え
て
お
り
、
石
垣
市
長
は
当

初
は
接
岸
を
拒
否
し
た
が
、
沖
合
に

停
泊
す
る
こ
と
で
市
長
は
最
終
的
に

許
可
し
た
。
岸
壁
は
関
係
者
以
外
が

立
ち
入
り
で
き
な
い
よ
う
に
前
夜
ま

で
に
バ
リ
ケ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
た
。

住
民
団
体
が
抗
議

　
11
日
午
前
８
時
過
ぎ
に
投
錨
し
た

ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
か
ら
約
３
０
０
人

の
乗
組
員
が
「
休
養
と
補
給
」
と
称

し
て
小
型
船
（
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
）

に
乗
り
換
え
上
陸
。
住
民
団
体
の
抗

議
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
浴
び
な

が
ら
、
数
台
の
貸
切
バ
ス
で
市
街
地

へ
向
か
っ
た
。

　
午
前
の
う
ち
に
全
港
湾
沖
縄
地
本

は
沖
縄
港
湾
協
会
が
と
も
に
会
見
を

開
き
、
那
覇
港
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
解

除
す
る
と
発
表
し
た
。
し
か
し
八
重

山
部
会
の
組
合
員
約
50
人
は
ス
ト
ラ

イ
キ
に
突
入
し
た
。
組
合
は
「
わ
れ

わ
れ
の
職
場
が
軍
事
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
懸
念
し
て
い
る
」
と
訴
え
た
。

　
今
回
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
石
垣
島
の

物
流
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
港

湾
の
荷
役
作
業
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
物

流
が
止
ま
り
、
市
内
ス
ー
パ
ー
で
は

乳
製
品
な
ど
が
品
薄
と
な
っ
た
。
離

島
で
あ
り
港
湾
労
働
者
の
ス
ト
の
影

響
力
は
確
か
に
大
き
く
、
こ
れ
を
め

ぐ
っ
て
鋭
い
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　
経
団
連
が
24
年
経
労
委
報
告
を
公

表
し
た
。
報
告
は
「
構
造
的
な
賃
金

引
き
上
げ
」「
23
年
以
上
の
熱
意
を

持
っ
て
臨
む
覚
悟
」
な
ど
「
賃
上
げ
」

を
連
呼
す
る
。
岸
田
首
相
も
「
賃
上

げ
」
を
叫
び
立
て
て
い
る
が
、
そ
も

そ
も
誰
が
こ
の
30
年
余
、
賃
金
を
下

げ
続
け
て
き
た
の
か
。
こ
ん
な
こ
と

を
言
わ
せ
て
い
る
こ
と
自
体
が
許
せ

な
い
。
政
府
や
財
界
が
賃
上
げ
を
連

呼
す
る
異
様
な
光
景
は
何
を
意
味
す

る
の
か
？
　
そ
の
本
質
を
見
す
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

社
会
崩
壊
へ
の
危
機
感

　
報
告
は
「
構
造
的
な
賃
金
引
き
上

げ
を
加
速
で
き
る
か
ど
う
か
に
日
本

経
済
の
未
来
が
か
か
っ
て
い
る
と
い

う
極
め
て
強
い
危
機
感
が
あ
る
」
と

書
い
て
い
る
。
雇
用
と
賃
金
の
破
壊

を
続
け
た
結
果
、
日
本
社
会
全
体
が

崩
壊
の
淵
に
立
つ
こ
と
に
気
づ
き
、

が
く
然
と
し
て
い
る
の
だ
。

　
賃
上
げ
連
呼
の
直
接
の
き
っ
か
け

は
43
兆
円
の
大
軍
拡
だ
。
岸
田
政
権

は
労
働
者
の
現
実
の
現
実
の
中
で
防

衛
増
税
を
言
い
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
現
実
に
直
面
し
た
。
そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
人
口
減
少
＝
「
労
働
力
不

足
」
で
あ
ら
ゆ
る
産
業
が
崩
壊
す
る

現
実
は
新
自
由
主
義
に
よ
っ
て
人
為

的
に
生
み
出
さ
れ
た
。
賃
上
げ
連
呼

は
、
日
本
資
本
主
義
瓦
解
の
危
機
感

に
突
き
動
か
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
。

労
働
生
産
性
へ
の
危
機
感

　
報
告
は
、
日
本
の
労
働
生
産
性
が

地
に
落
ち
た
こ
と
へ
の
激
し
い
危
機

感
を
示
す
。〝
総
非
正
規
職
化
で
発

展
途
上
国
並
の
賃
金
を
実
現
し
国
際

競
争
力
を
確
保
す
る
〟（
日
経
連
）

が
、
日
本
型
新
自
由
主
義
の
最
大
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
っ
た
。
し
か
し
完
全

に
破
産
し
た
。
賃
金
だ
け
で
な
く
労

働
生
産
性
も
先
進
国
中
最
低
水
準
に

転
落
し
た
の
だ
。
報
告
は
、
エ
ス
ト

ニ
ア
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
以
下
だ
と
嘆
い

て
い
る
。

　
そ
し
て
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
企
業

利
益
）
の
最
大
化
」
の
た
め
に
さ
ら

に
徹
底
し
た
雇
用
流
動
化
・
柔
軟
化

を
進
め
る
と
す
る
。
働
く
場
所
・
労

働
時
間
の
柔
軟
化
、
時
間
と
賃
金
の

対
応
関
係
の
柔
軟
化
、
兼
業
・
副
業
、

雇
用
主
の
複
数
化
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

等
雇
用
契
約
の
柔
軟
化
、
解
雇
規
制

の
柔
軟
化
な
ど
を
進
め
る
と
い
う
の

だ
。

　
そ
れ
は
雇
用
と
賃
金
を
さ
ら
に
破

壊
す
る
も
の
で
し
か
な
い
。報
告
は
、

労
働
力
が
確
保
で
き
ず
瓦
解
の
危
機

に
あ
る
職
種
に
つ
い
て
、
医
療
・
福

祉
・
介
護
、
育
児
、
製
造
、
建
設
、

交
通
・
運
輸
、
小
売
サ
ー
ビ
ス
、
農

林
・
水
産
、
警
備
な
ど
を
あ
げ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
賃
金
が
下
が

り
続
け
る
現
実
を
作
っ
た
の
が
日
本

の
新
自
由
主
義
攻
撃
だ
っ
た
。
非
正

規
職
化
・
民
営
化
・
外
注
化
、
労
組

破
壊
攻
撃
（
総
評
解
散
・
連
合
結
成
）

こ
そ
が
、
こ
う
し
た
現
実
を
労
働
者

に
強
制
し
続
け
た
の
だ
。

　
結
局
、
経
労
委
報
告
は
、
賃
上
げ

を
叫
び
な
が
ら
連
合
と
手
を
組
ん
で

大
幅
賃
上
げ
は
許
さ
ず
徹
底
的
に
賃

金
を
抑
え
込
む
こ
と
を
宣
言
し
て
い

る
。「
30
年
ぶ
り
の
賃
上
げ
率
」
と

喧
伝
す
る
昨
春
闘
も
、
定
昇
（
現
状

維
持
分
）を
除
け
ば
わ
ず
か
１
・
７
％

だ
。
経
団
連
は
「
実
質
賃
金
の
低
下

は
ウ
ソ
だ
、
厚
労
省
の
統
計
の
と
り

方
が
間
違
っ
て
い
る
」
と
ま
で
言
っ

政
財
界
の
賃
上
げ
連
呼
の
本
質
と
は

経
団
連
が
24
年
経
労
委
報
告
を
公
表

米
ミ
サ
イ
ル
艦
入
港
に
対
し
全
港
湾
が
ス
ト
ラ
イ
キ

米軍・自衛隊の戦争策動と港湾軍事利用に反撃！

台
湾
と
は
約
２
５
０
㌔
の
距
離
。
い

わ
ゆ
る
「
釣
魚
群
島
（
尖
閣
諸
島
）」

は
１
５
０
㌔
先
に
位
置
す
る
。

　
第
２
次
大
戦
中
は
日
本
軍
が
八
重

山
諸
島
を
軍
事
強
化
し
、
１
万
３
千

人
の
日
本
軍
が
常
駐
し
た
。
多
数
の

住
民
が
マ
ラ
リ
ア
発
生
地
区
に
強
制

移
住
さ
せ
ら
れ
数
千
人
が
命
を
落
と

し
た
。
米
軍
の
上
陸
作
戦
は
な
か
っ

た
が
空
襲
で
多
数
が
亡
く
な
っ
た
。

　
戦
後
は
、
中
国
か
ら
の
引
揚
者
や

沖
縄
本
島
で
の
米
軍
接
収
に
よ
っ
て

土
地
を
失
っ
た
住
民
な
ど
多
数
が
開

拓
・
入
植
し
た
島
で
も
あ
る
。

　
石
垣
港
は
、
西
表
島
や
小
浜
島
な

ど
離
島
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、
日
本
最

南
端
の
重
要
港
湾
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
。
サ
ン
ゴ
礁
海
域
で
航
行
路
が

限
定
さ
れ
、
大
型
船
舶
の
接
岸
が
難

し
か
っ
た
が
、
近
年
、
埋
め
立
て
で

造
成
さ
れ
た
新
港
地
区
で
ク
ル
ー

ズ
専
用
岸
壁
の
整
備
が
始
ま
り
、

２
０
２
０
年
に
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の

着
岸
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
石
垣
島
に
は
も
と
も
と
自
衛
隊
は

配
備
さ
れ
て
お
ら
ず
空
白
地
域
だ
っ

　
米
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
「
ラ
フ
ァ
エ

ル
・
ペ
ラ
ル
タ
」
が
３
月
11
日
、
石

垣
港
に
入
港
・
上
陸
し
た
。
沖
縄
県

内
の
民
間
港
に
米
軍
の
ミ
サ
イ
ル
駆

逐
艦
が
入
港
す
る
の
は
初
め
て
だ
。

　
全
日
本
港
湾
労
働
組
合
（
全
港

湾
）
沖
縄
県
地
方
本
部
（
組
合
員
約

１
０
０
０
人
）
は
、
労
働
者
の
安
全

確
保
な
ど
を
求
め
て
那
覇
港
と
石
垣

港
で
全
面
ス
ト
ラ
イ
キ
を
計
画
。
動

労
千
葉
を
支
援
す
る
会
や
改
憲
・
戦

争
阻
止
！
大
行
進
・
神
奈
川
が
ス
ト

連
帯
で
石
垣
現
地
を
訪
問
し
、
抗
議

行
動
な
ど
に
合
流
し
た
。

23
年
に
自
衛
隊
配
備

　
同
駆
逐
艦
は
最
新
鋭
イ
ー
ジ
ス

艦
。
長
さ
約
１
５
０
㍍
、
幅
10
㍍
。

巡
航
ミ
サ
イ
ル
「
ト
マ
ホ
ー
ク
」
や

多
用
途
哨
戒
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
を

搭
載
し
て
い
る
。
在
日
米
軍
の
第
７

艦
隊
に
所
属
し
、
横
須
賀
基
地
に
配

備
さ
れ
て
い
る（
改
憲
・
戦
争
阻
止
！

大
行
進
・
神
奈
川
は
８
日
に
横
須
賀

基
地
に
対
し
石
垣
島
へ
の
上
陸
中
止

を
申
し
入
れ
し
た
）。
最
前
線
の〝
海

上
ミ
サ
イ
ル
基
地
〟
な
の
だ
。

　
石
垣
島
は
、
県
庁
所
在
地
の
那
覇

市
か
ら
は
４
１
０
㌔
離
れ
、
他
方
で

た
。
石
垣
市
（
中
山
義

隆
市
長
）
は
２
０
１
５

年
に
陸
上
自
衛
隊
配
備

の
受
け
入
れ
を
表
明

し
、
23
年
３
月
に
陸
上

自
衛
隊
石
垣
駐
屯
地
が

開
設
さ
れ
、
約
５
７
０

人
が
配
備
さ
れ
た
。
島

の
中
央
部
に
警
備
隊
や

ミ
サ
イ
ル
部
隊
が
駐
屯

し
て
い
る
。
現
在
も
拡

張
工
事
が
続
き
増
員
が

画
策
さ
れ
て
い
る
。

　「
尖
閣
諸
島
は
石
垣

市
の
行
政
区
域
」
な
ど

と
称
し
て
市
内
に
啓
発

ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
、

離
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は

「
尖
閣
諸
島
情
報
発
信

セ
ン
タ
ー
」
も
設
置
さ

れ
て
い
る
。
公
園
に
記

念
碑
も
あ
っ
た
。

　
駆
逐
艦
の
入
港
を
め

ぐ
っ
て
は
玉
城
知
事
が

入
港
・
停
泊
に
反
対
の

姿
勢
で
自
粛
を
申
し
入

れ
た
。
駆
逐
艦
の
喫
水

が
港
湾
使
用
の
安
全
水

て
、
今
春
闘
を
「
定
昇
込
み
で
５
％

程
度
」
に
抑
え
込
む
こ
と
を
既
定
事

実
の
よ
う
に
触
れ
回
っ
て
い
る
。

　
日
本
の
賃
金
を
欧
米
並
み
に
す
る

と
す
れ
ば
２
倍
＝
１
０
０
％
以
上
の

賃
上
げ
が
必
要
な
の
だ
。

賃
上
げ
闘
争
へ
の
憎
悪

　
報
告
は
「
労
使
は
闘
争
関
係
で
は

な
く
、
価
値
共
創
に
取
り
組
む
経
営

の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
語
り
、「
社
会

に
混
乱
を
も
た
ら
し
た
賃
上
げ
闘
争

の
歴
史
」
に
憎
悪
を
燃
や
す
。

　
そ
し
て
連
合
と
は
基
本
的
な
部
分

で
認
識
が
一
致
し
て
い
る
と
言
う
。

芳
野
連
合
会
長
も
「
春
闘
の
方
向
性

は
政
府
や
自
民
党
と
同
じ
」「
日
本

の
労
働
組
合
は
ス
ト
の
多
い
海
外
と

は
違
う
」「
労
使
一
体
で
企
業
を
発

展
さ
せ
る
」と
語
る
。新
聞
で
は
、「
大

手
・
要
求
を
上
回
る
回
答
」
の
見
出

し
が
踊
る
が
、
連
合
が
ど
れ
ほ
ど
犯

罪
的
な
賃
金
抑
制
機
関
な
の
か
を
示

し
て
い
る
。

24
反
戦
春
闘
ス
ト
へ

　
昨
年
の
西
武
池
袋
本
店
の
ス
ト
ラ

イ
キ
、
こ
の
間
の
全
港
湾
や
徳
島
新

聞
社
の
ス
ト
な
ど
、
あ
る
い
は
11
・

19
労
働
者
集
会
に
結
集
し
た
労
組
な

ど
ス
ト
復
権
の
兆
し
が
出
て
き
た
。

　
戦
争
へ
の
深
い
反
省
と
飢
餓
賃
金

打
破
を
掲
げ
て
始
ま
っ
た
戦
後
日
本

労
働
運
動
は
、
朝
鮮
戦
争
の
特
需
―

経
済
成
長
に
飲
み
込
ま
れ
る
形
で
挫

折
し
た
。
そ
の
後
の
春
闘
は
闘
え
ば

闘
う
ほ
ど
体
制
内
化
し
て
い
く
弱
点

を
持
ち
、
そ
れ
は
国
鉄
分
割
・
民
営

化
ー
総
評
解
散
に
行
き
つ
い
た
。
そ

し
て
連
合
は
30
年
以
上
賃
上
げ
闘
争

を
放
棄
し
た
。

　「
国
力
」
の
す
べ
て
が
戦
争
に
注

ぎ
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
今
こ
そ

階
級
的
労
働
運
動
を
創
り
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。


